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前へ進もうとする「ベクトル」が大切
一生懸命にチャレンジを続ける
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─休日はどのように過ごされていますか。
　孫の顔を見に行くことが多いですが、ゴル
フやサイクリングも好きです。ランドナーと
いうタイプの自転車に乗って、よく余呉湖ま
で50㎞ほど走っています。また、社員が休み
の土日のうちに会社のサーバーを修理するな
ど、社内のインフラ整備の仕事をしています。
これも仕事というより趣味ですね。エンジニ
アなので、元々機械づくりが好きなんです。
─学生時代からものづくりがお好きなので
すか。

　はい。中学～大学時代はアマチュア無線が
趣味でした。だから会社の仕事でコンピュー
タを触るのも、はんだごてを握ってアンプや

無線機を組み立てるのも、同じく好きでやっ
ている感覚なのです。
　当時、無線機は買うと高い代物でしたので、
自作するしかなく、詳しい人たちと情報交換
しながらいろいろな本や雑誌を見て回路図を
設計し、つくっていました。そのため、「無
いものは自分でつくる」という考え方が学生
時代に自然と身につきました。また、私の大
学時代はパソコンの黎明期。友人とコンピュ
ータ談義をしたり、ゲームのプログラムを書
いたりもしており、そういった環境に身を置
いていたことが、エンジニアとしてものづく
りを仕事にする私の原点になっていると思い
ます。楽しい学生生活でした。

アマチュア無線がものづくりの原点に
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─会長のお仕事観を教えてください。
　仕事は楽しくなければ続かないなと思いま
す。当社は印刷業を営んでいますが、私は技
術的に難しい印刷加工の機械をつくるのが好
きでした。他社がつくれなかった機械の開発
を依頼されることもあり、会社のチームでそ
れに挑戦するのですが、自分たちにしかでき
ない仕事をするのはとても楽しいですよ。も
ちろんそれには大変な労力がかかりますし、
開発コストもかさむので、すごく儲かるとい
うわけでもありません。しかし、儲かること
が初めから分かっている仕事なら、すでに皆
がやっていますから。儲かるか儲からないか
が分からないところに踏み出すのが、ものづ
くりの醍醐味です。
　仕事において一番大事なのは利益ではなく
「ベクトル」だと思っています。目先の利益
を求めて仕事をすれば、手元にはお金が残る
でしょう。対して我々が手に入れるのは、開
発を手掛けたことによる経験や知恵、達成感、
そして前へ進もうという気持ち。これらがベ
クトルです。ベクトルのおかげで、当社のエ
ンジニアたちは難しい仕事や責任を避けよう
とするどころか、いつも自分の技術を発揮し
たがってうずうずしています。そういう人間
が集まっているので仕事が楽しいですし、社
員も辞めにくい組織になっています。
─モットーや座右の銘などはありますか。
　「出会いは神様のご褒美」だと常日頃感じ

ています。何かに夢中で一生懸命打ち込むこ
とは、必ずご褒美のような素晴らしい出会い
につながる、というのが私の考え方です。人
に恵まれて今があると思います。
─では最後に、納税協会の会長としての思
いをお聞かせください。

　長浜納税協会の管轄は長浜市と米原市です。
1,000社を超える法人会員数を維持しており、
加入率は83納税協会のトップを誇っています。
長浜には、豊臣秀吉が楽市楽座を開いて商人
が栄えた歴史があります。秀吉の時代から
「町衆」という言葉があり、今も町衆の心意
気が非常に強い土地柄です。団結力が強く、
行政に頼らずに自分たちでやろうという精神
があるんですよ。古い町並みや建物を活用し
た観光スポット「黒壁スクエア」も、民間で
まちづくりを行ったものです。そういう風土
があるせいか、納税協会でも行事があると驚
くほど多くの会員さんが集まります。
　青年部会が講師を務める小学校での租税教
室も活発です。私が青年部会長だった時代に、
税を学べるオリジナルの紙芝居を制作し、現
在もそれを教材に活用しています。子どもた
ちが素直で可愛いので、青年部会員の間で講
師役は大人気です。またe-Tax推進など、税
務署の課題を助けるのも、納税協会としての
あるべき姿だろうと思っています。
─本日はありがとうございました。

目先の利益よりも技術開発のチャレンジ


